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本書は、供給者のお客様が PrimeShip-GREEN/SRM（以下「GreenSRM」）を初めて利用する際

に、迷わず作業を開始できるよう、実際の操作順に沿って要点をまとめたクイックガイドです。本

文中の画面キャプチャでは、操作する箇所を赤枠で強調しています。 

 
図 1 供給者での調査依頼回答の流れ（全体像） 

【ご利用前のお願い】 

本書は操作の流れを把握するための資料です。機能の詳細は適宜操作マニュアルをご確認くださ

い。 

本書は、組織登録およびユーザー登録が完了していることを前提としています。未登録の場合

は、システム共通トップ画面の「新規組織登録」からご登録ください。 
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0. はじめに ― GreenSRM で行うこと（概要） 

GreenSRM は、新造船の有害物質インベントリ（IHM）作成と、就航後の維持管理に必要な情報

を、造船所、船主、供給者の間で共有・管理するためのシステムです。造船所が船舶と調達品を登

録し、供給者から MD/SDoC を収集し、含有情報を船舶ロケーションへ紐付けることで、IHM 作

成に必要な情報を集約します。 

供給者のお客様は、造船所から届いた調査依頼に対し、製品の MD（材料宣誓書）を登録し、

SDoC（供給者適合宣言）を紐付けて回答します。供給者での作業は、次の順に進みます。 

 ① SDoC の登録（2 章） → ② 調査依頼の確認（3 章） → ③ MD の登録・回答（4 章） 

自社で回答すべき依頼でない場合は、調査依頼転送（5 章）で他の供給者へ移管します。 

1. ログイン（実際の操作はここから） 

手順 1 システム共通トップ画面で、登録済みのユーザーID とパスワードを入力し、[ログイ

ン]をクリックします。 

 
図 2 システム共通トップ画面（赤枠：ユーザーID・パスワード・[ログイン]ボタン） 

【ポイント】 

組織登録がお済みでない場合は、この画面の「新規組織登録」からご登録ください。 

造船所が調査依頼を送信すると、供給者組織の登録ユーザー宛に通知メールが届きます。受信メ
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ールアドレスは、ユーザー登録画面の E-Mail 受信設定で変更できます。 

ログイン後は、次のメニューから操作します。本書で使用するのは、主に【MD/SDoC】配下のメ

ニューです。 

 

 
図 3 供給者メニューの構成（調査依頼検索、SDoC 登録・検索、MD ライブラリ、調査依頼転送など） 

2. SDoC を登録する（初回および記載事項の変更時） 

SDoC 書式に所定事項を入力し、責任者が署名したものを PDF ファイルにして登録します。MD 登

録時には SDoC ID No.を指定するため、先に SDoC を登録しておくと後の作業が円滑になります。 
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手順 1 メニューの[MD/SDoC]→[SDoC 登録]をクリックします。 

 
図 4 メニュー操作（赤枠：[MD/SDoC]→[SDoC 登録]） 

手順 2 SDoC 登録画面のファイル(*)欄で[ファイルの選択]をクリックします。 

 
図 5 SDoC 登録画面のイメージ（赤枠：[ファイルの選択]ボタン） 

ファイル選択ダイアログが開くので、署名済み SDoC の PDF ファイルを選んで[開く]をクリック

します。 
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図 6 ファイル選択ダイアログ（赤枠：[開く]ボタン） ※アップロードの上限は 5MB です 

手順 3 供給者名(*)欄の検索アイコンをクリックすると、組織検索画面が開きます。何も入

力せずに[検索]をクリックすると、登録済みの組織がすべて表示されます。 

 
図 7 組織検索（供給者）画面（赤枠：[検索]ボタン） 

手順 4 該当する組織の「選択」列のラジオボタンにチェックを入れ、[選択]をクリックしま

す。 
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図 8 組織検索の結果画面（赤枠：選択ラジオボタンと[選択]ボタン） 

手順 5 SDoC ID No.、宣言対象、発行日などの必須項目（*印）を入力し、[登録]をクリッ

クします。 

 
図 9 SDoC 登録画面の入力項目のイメージ（赤枠：入力箇所と[登録]ボタン） 

【注意】 

SDoC は 1 供給者につき複数登録できます。 

社内の有害物質管理方法、品質管理文書、代表者など SDoC の記載事項に変更が生じた場合は、

新たに SDoC を作成し、登録してください。 

SDoC ID No.は SDoC に記載された内容のとおり登録してください。 
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3. 調査依頼を確認する 

造船所から送信された調査依頼は、[MD/SDoC]→[調査依頼検索]で参照します。複数の造船所から

届いた依頼も同時に確認できます。作業を始める前に、依頼元、対象製品、回答期限、コメントを

確認してください。 

手順 1 調査依頼検索画面で[検索]をクリックし、調査依頼ステータスが「未回答」の依頼の

詳細列にある[開く]をクリックします。 

 
図 10 調査依頼検索画面（赤枠：詳細列の[開く]リンク） 

順 2 調査回答実施画面が開きます。MD を新しく登録する場合は[MD 登録]、過去に登録し

た MD を使用する場合は[MD 複写]をクリックします。 
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図 11 調査回答実施画面（赤枠：[MD 登録]・[MD 複写]ボタン） 

【ポイント】 

1 件の調査依頼に対し、MD は何件でも登録できます。MD を追加する場合は、再度[MD 登録]

をクリックします。 

4. MD を登録し、SDoC を紐付けて回答する 

手順 1 MD 登録画面で、上から順に、次の必須項目（*印）を入力します。 

 ① 宣誓の日付 → ② MD ID No.（製品情報・宣誓の日付の入力後にチェックマークをクリッ

クすると自動入力されます） → ③ 供給者（回答元）情報：会社名・住所・担当者・電話番号

（貴社登録情報が自動入力されます。代理入力の場合は SDoC 提供会社の情報に修正します） → 

④ SDoC ID No.（手順 2 参照） → ⑤ 製品情報：製品名・型式番号・納品量（数量・単位） 

→ ⑥ 物質情報の単位 → ⑦ 物質ごとの含有判定 
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図 12 MD 登録画面（赤枠：入力必須箇所。画像内の番号①～⑦は、上記の手順説明①～⑦に対応。左上は[既存

MD 読込]・[MD ライブラリ]ボタン） 

【ポイント】 

条約に定める閾値を超えて有害物質を含有する場合は、含有判定を「Yes」にし、単位量当たり

の質量と使用部品・部位の情報を入力します（含有しない場合は「No」のままにします）。 

過去の MD を再利用できる場合は、[既存 MD 読込]や[MD ライブラリ]（7 章参照）を優先する

と、入力ミスと作業時間を減らせます。 
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手順 2 SDoC ID No.欄の検索アイコンをクリックし、SDoC 検索ダイアログで[検索]をクリ

ックします。何も入力せずに検索すると、登録済み SDoC がすべて表示されます。 

 
図 13 SDoC 検索ダイアログ（赤枠：[検索]ボタン） 

手順 3 該当する SDoC の「選択」列のラジオボタンにチェックを入れ、[選択]をクリック

します。 

 
図 14 SDoC 検索の結果画面（赤枠：選択ラジオボタンと[選択]ボタン） ※SDoC が未登録の場合は、先に SDoC

登録を行います（2 章参照） 
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手順 4 必要情報をすべて入力したら、画面下部の[チェック]をクリックします。 

 
図 15 MD 登録画面の下部（赤枠：[チェック]ボタン） 

入力に問題があると、画面上部に赤字のエラーメッセージが表示されます。 

 
図 16 エラーメッセージの表示例（赤枠：画面上部のエラーメッセージ） 

手順 5 入力に問題がなくなったら、[登録]をクリックします。 

 
図 17 MD 登録画面の下部（赤枠：[登録]ボタン） 
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手順 6 調査回答実施画面に戻ったら、まず[保存]をクリックして、入力した MD の内容を

一旦保存します（保存の時点では、依頼元の造船所へはまだ送信されません）。他に登録す

べき MD があれば、手順 1～6 を繰り返し、その都度一旦保存します。必要な MD をすべて

保存し終えたら、[回答]をクリックします。 

 
図 18 調査回答実施画面（赤枠：[保存]・[回答]ボタン） 

手順 7 調査依頼検索画面で、ステータスが「回答済」となっていることを確認します。

「回答済」の後ろの（1）等の数字は、登録された MD の件数を示します。 

 
図 19 調査依頼検索画面での回答後の表示（赤枠：ステータスが「回答済(1)」となった状態） 

【注意】 

[保存]は提出ではありません。保存した時点では、依頼元の造船所へはまだ引き渡されません。

依頼元へ正式に回答する場合は、必ず[回答]をクリックしてください。 

[回答]をクリックすると、回答が依頼元の造船所から参照できるようになり、同時に、調査回答
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の修正はできなくなります。回答前に、製品名、型式番号、SDoC、含有判定を必ず確認してく

ださい。 

回答内容に変更が必要になった場合は、依頼元の造船所に調査依頼の再発行を依頼してくださ

い。 

5. 他社に回答を依頼する場合（調査依頼転送） 

自社に届いた調査依頼を、登録済みの別供給者へ回答義務ごと移管する場合は、[MD/SDoC]→[調

査依頼転送]を使います。 

手順 1 メニューの[MD/SDoC]→[調査依頼転送]をクリックします。 

 
図 20 メニュー操作（赤枠：[MD/SDoC]→[調査依頼転送]） 

手順 2 調査依頼転送画面で[検索]をクリックし、転送したい調査依頼にチェックを入れて

[調査依頼転送]をクリックします。 
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図 21 調査依頼転送画面（赤枠：対象依頼のチェックボックスと[調査依頼転送]ボタン） 

手順 3 調査依頼転送実施画面が表示されます。依頼先コードまたは依頼先名の検索アイコ

ンをクリックし、転送先を検索します。 

 
図 22 調査依頼転送実施画面（赤枠：依頼先コードの検索アイコンと[転送]ボタン） 

手順 4 組織検索（供給者）画面で[検索]をクリックし、該当する供給者を選択します。 
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図 23 組織検索（供給者）画面（赤枠：[検索]ボタン） 

手順 5 「依頼先へのコメント」を記入し、[転送]をクリックすると転送されます。 

 
図 24 調査依頼転送実施画面（赤枠：依頼先へのコメント欄と[転送]ボタン） 
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【注意】 

転送すると、造船所から参照できる供給者は転送先に変更され、転送元（自社）からは依頼内容

を参照できなくなります。システム内に転送の履歴が残らないため、転送先とコメントを十分確

認してから実行してください。 

転送先の供給者が MD を作成すべき製品を特定できるよう、製品の型式番号などの不足情報は

「依頼先へのコメント」欄に記入してください（例：調達品名が「配管ガスケット一式」等の場

合は、ガスケットの型番を追記）。 

GreenSRM 未加入の供給者へ依頼する場合は、依頼先 E-Mail を指定します。メールが届かない

場合があるため、依頼実施後に電話やメールで確認することをお勧めします。 

6. 補足：入力内容の確定とエラー表示 

各入力画面では、[登録]、[更新]、[回答]などの確定ボタンをクリックするまで内容が反映されませ

ん。入力必須項目に不足がある場合や形式が正しくない場合は、該当箇所が黄色表示や赤字メッセ

ージで強調されます。内容を修正してから、もう一度確定操作を行ってください。 

 
図 25 入力エラーの例（赤枠：黄色表示された必須項目） ※黄色表示や赤字メッセージが残っている場合は、修

正のうえ再度登録します 

7. 参考：MD ライブラリで次回の作業を効率化する 

MD ライブラリに再利用頻度の高い MD を登録しておくと、次回以降の MD 登録時に呼び出して転

記できるため、同じ内容を繰り返し入力する手間と入力ミスを減らせます。さらに、登録時に「公

開フラグ」をオンにした MD は造船所からも参照でき、造船所が MD 代行入力として利用できるた

め、供給者のお客様が調査依頼に個別に対応する負担も減らせます。造船所に公開されるのは、公
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開フラグをオンにした MD だけです。 

手順 1 メニューの[MD/SDoC]→[MD ライブラリ登録]をクリックします。 

 
図 26 メニュー操作（赤枠：[MD/SDoC]→[MD ライブラリ登録]） 

手順 2 MD ライブラリ登録画面で、宣誓の日付、製品情報、物質情報などを入力します。

製品情報・宣誓の日付を入力した後にチェックマークをクリックすると、MD ID No.が自動

入力されます（編集可能です）。 
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図 27 MD ライブラリ登録画面（赤枠：MD ID No.自動入力のチェックマーク） 

手順 3 登録する MD ライブラリを造船所に公開する場合は、公開フラグにチェックを入れ

ます。[チェック]で入力内容を確認し、問題がなければ[登録]をクリックします。 

 
図 28 MD ライブラリ登録画面の下部（赤枠：公開フラグ、[チェック]・[登録]ボタン） 

手順 4 （任意）MD に関連付けたい文書がある場合は、画面下部の関連文書一覧にある[新

規追加]をクリックします。 
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図 29 関連文書の一覧（赤枠：[新規追加]ボタン） 

関連文書登録画面が開くので、[ファイルの選択]から文書ファイルを選び、タイトル、文書作成組

織名等の必須データを入力して[OK]をクリックします。 

 
図 30 MD 関連文書登録画面（赤枠：[ファイルの選択]と[OK]ボタン） ※アップロードの上限は 5MB です 

 
図 31 [OK]をクリックすると、関連文書の一覧に登録されます（赤枠：登録された文書） 

【ポイント】 

有害物質の根拠情報など、当該 MD に関連するファイルを登録しておくことができます（任

意）。なお、関連ファイルは回答先も閲覧できます。 

手順 5 登録済みの MD ライブラリや利用実績は、[MD/SDoC]→[MD ライブラリ検索]で確

認できます。 
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図 32 MD ライブラリ検索画面（赤枠：[検索]ボタン） 

参考資料：PrimeShip-GREEN/SRM 操作マニュアル（最新版は https://www.psgreensrm.com に

て公開） 

以上 


